
S TO R Y
飼い主が飼猫の三毛猫を「まほうつかい」だと紹介した絵本。そこにいるなって思っていたら、

いつのまにか遠くにいたり、近くにいたりする。空と話をし、雲や風と友だちで、水もないのに
顔を洗う。やわらかい手と、つめ、ふわふわのおなかと、ぐんにゃりと長くのびる体があって、人が
なでると、のどや鼻をならして、見ているだけでうれしい気持ちにさせてくれると語ります。

絵本の部

優秀賞

S TO R Y
　いつも道路にいる三角コーンたちが、夜中、仕事が終わってから「コーンをやめて　べつのも
のに　なっちゃおう　もっとめだつ　すてきなものに!」と考えて、鉄塔になろうとします。けれど、
誰がてっぺんになるかでけんかをして砂ぼこりが立ち、鉄塔はくしゃみをして逆立ちをしてしまいます。
そこで、コーンたちは自ら交通整理のために出動し、大活躍し、おまわりさんにも「コーンが　めだっ
てて　たすかったなぁ」と言われます。

絵本の部

優秀賞

第41回 日産 童話と絵本のグランプリ
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主婦　福岡県

この度は優秀賞に選んでいただきあ
りがとうございます。突然の嬉しいお
知らせに、言葉にならない驚きと感謝
の気持ちが頭の中をグルグル駆けめぐ
り爆発しそうになりました!絵本づくり
に出会って二十数年、今だに描いては
迷って…を繰り返していますが、いた
だいた賞を励みにこれからも楽しい嬉
しい気持ちを大切に絵本をつくってい
きたいです。

受賞のことば

「うちのこ　すごいの　だってね……」
と繰り返されるなかで、猫のさまざま
な神秘が語られます。構図のバリエー
ションがずいぶん豊かで、色づかいの
きれいな絵本になりました。

宮川 健郎

審査員コメント

第41回 日産 童話と絵本のグランプリ

むつもと むつみ

タイトル通り物語の主役は、あの工事
現場に並んでいる赤い三角のコーンで
ある。作者はこのカラーコーンを見て
いるうちにポンと手を打ったに違いな
い。そして目鼻がついて夜の街を元
気に動き出す。俯瞰して丹念に描かれ
た夜の街が素晴らしく、魅力的な絵本
に仕上がっていました。

黒井 健

審査員コメント

しゅやくはコーン

むつもと むつみ
非常勤職員　大阪府

　娘が幼稚園の頃なぜか「かわいい!」
と目を止めたのが、今回のテーマの『三
角コーン』でした。そこから一緒に街
中のコーンを探すうちに、子供が見て
いる世界はなんて面白いんだろうとワ
クワクしたものです。描きたいものは
まだまだ沢山あります。この素晴らし
い賞を励みに、これからもワクワクす
るものを作っていきたいと思います。

受賞のことば

第36回 日産 童話と絵本のグランプリ 佳作受賞歴
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